
4

　あなたは「読
よ

み取
と

るチカラ」があったら何
なに

を読
よ

み取
と

り

たいですか。何
なに

を知
し

って何
なに

を理
り

解
かい

したいですか。

　友
とも

達
だち

の考
かんが

えていること。親
おや

や先
せん

生
せい

、大
お と な

人たちの考
かんが

えて

いること。ゲームの対
たい

戦
せん

相
あい

手
て

の次
つぎ

の戦
せん

闘
とう

態
たい

勢
せい

、テストや

教
きょう

科
か

書
しょ

、本
ほん

に書
か

かれていること。マンガ、新
しん

聞
ぶん

や雑
ざっ

誌
し

、

テレビやラジオ、音
おん

楽
がく

、SNS からの情
じょう

報
ほう

……。

　毎
まい

日
にち

の生
せい

活
かつ

の中
なか

には、あらゆる情
じょう

報
ほう

が飛
と

び交
か

っていま

す。情
じょう

報
ほう

があふれる海
うみ

の中
なか

で、毎
まい

日
にち

あなたは泳
およ

いでいる

のです。おぼれそうになることはありませんか。

　情
じょう

報
ほう

の海
うみ

の中
なか

でおぼれないためには、情
じょう

報
ほう

をあなたが

どう受
う

け取
と

るか、どう考
かんが

えていくかが大
だい

事
じ

になります。

こんなときに役
やく

立
だ

ち、必
ひつ

要
よう

なのがこの本
ほん

で示
しめ

している

「読
よ

み取
と

るチカラ」なのです。

情
じょう

報
ほう

の海
うみ

の中
なか

で泳
およ

いで生
い

きていくために

「読
よ

み取
と

るチカラ」を
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　この本
ほん
に登
とう
場
じょう
する子

こ
どもたちは、どんな場

ば
面
めん
で、どん

な「読
よ
み取

と
るチカラ」を、どのように発

はっ
揮
き
しているでしょ

う。きっとヒントになることがたくさんあるはずです。

　「そうそう、こんなことがあるねえ。」

　「ぼくだったら、そうは考
かんが
えないな。」

　「なるほど、そうすればいいんだ。」

　共
きょう
感
かん
したり、納

なっ
得
とく
したり、心

しん
配
ぱい
したり、驚

おどろ
いたり、喜

よろこ

んだり、はらはらしたり……。自
じ
分
ぶん
だったらどうするか

考
かんが
えたり……。

　そう、この子
こ
どもたちはあなた自

じ
身
しん
です。あなたの代

か

わりに「読
よ
み取

と
るチカラ」を手

て
に入

い
れているのです。読

よ

み終
お
えたらあなたも情

じょう
報
ほう
の海
うみ
の中
なか
をこれからはすいすい

泳
およ
いでいけることでしょう。

2022年６月� 卯
う
月
づき
�啓
けい
子
こ
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仲
なか
良
よ
し４人

にん
組
ぐみ
とケイコさん �   8

　　ラスコー壁
へき
画
が
のナゾ �   12

　　＜図工＞想
そう

像
ぞ う

する力
ちから

—内
ない

容
よ う

・時
じ

代
だ い

・場
ば

所
し ょ

—

　　『タンポポ』の紙
かみ
芝
しば
居
い
作
づく
り �   22

　　＜国語・説
せつ

明
め い

文
ぶ ん

＞説
せつ

明
め い

を理
り

解
か い

する力
ちから

—見
み

出
だ

し・接
せつ

続
ぞ く

語
ご

・時
じ

間
か ん

の経
けい

過
か
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か
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　　おいしい梅
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ちから
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情
じょう
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うみ
の中

なか
で泳

およ
いで生

い
きていくために

「読
よ
み取

と
るチカラ」を　
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だい
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よ

み取
と

るチカラ」
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　放
ほう
課
か
後
ご
の学
がく
習
しゅう
教
きょう
室
しつ
。学
がっ
校
こう
が終

お
わると、子

こ
どもた

ちが集
あつ
まってきます。

「ケイコさん、こんにちは。今
きょう
日は、おもしろい

ものを持
も
って来

き
たんだー。見

み
て、見

み
て！」

　一
いち
番
ばん
乗
の
りでやってきたのは、サキ。読

どく
書
しょ
が大
だい
好
す

きで、いつもいろいろな本
ほん
を読

よ
んでいます。

「ほら、これ見
み
て。なんだか人

にん
間
げん
みたいに追

お
いか

けっこしてるでしょう。このカエルなんて、声
こえ
が

聞
き
こえそうだよね。日本の古

ふる
い絵

え
なんだって。」

仲
なか

良
よ

し４人
にん

組
ぐみ

とケイコさん
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「ああ、これは鳥
ちょう
獣
じゅう
人
じん
物
ぶつ
戯
ぎ
画
が
の一
いち
部
ぶ
ね。日本の古

ふる

い絵
え
巻
まき
物
もの
。人
にん
間
げん
のように描

えが
かれている生

い
き物
もの
の動
うご

きや表
ひょう
情
じょう
がユニークで面

おも
白
しろ
いのよね。」

　サキが出
だ
した絵

え
を見

み
て、ケイコさんが教

おし
えてく

れました。ケイコさんは、学
がく
習
しゅう
教
きょう
室
しつ
でみんなの勉

べん

強
きょう
のサポートをしてくれるお姉

ねえ
さんです。

　そこにユイトがやってきました。ユイトは仲
なか
良
よ

し４人
にん
組
ぐみ
のまとめ役

やく
。考

かんが
えることが得

とく
意
い
です。

「へえ、なんだかマンガみたいだねえ。」

「そうなの。これはマンガの原
げん
点
てん
とも言

い
われてい

るの。この絵
え
を見

み
て、どんなことが読

よ
み取

と
れる？」

ケイコさん
困
こま
りごとを気

き
軽
がる
に

相
そう
談
だん
できるお姉

ねえ
さん。

サキ
読
どく
書
しょ
が好

す
き。自

じ
由
ゆう
に

想
そう
像
ぞう
することが得

とく
意
い
。

ユイト
しっかり者

もの
。あきらめ

ずにじっくり考
かんが
える。
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　ちょうどケ

イコさんがそ

う言
い
ったとき

に、モトヤと

リョウもやっ

てきました。

いつもの仲
なか
良
よ
し４人

にん
組
ぐみ
が勢
せい
ぞろいです。

「きっとこれはサルが何
なに
か悪
わる
さをしたんだね。」

　いつもぱっと考
かんが
えて動

うご
くモトヤがすぐに答

こた
える

と、リョウが続
つづ
けます。

「ウサギはおこっているように見
み
えるけど、カエ

ルはそうでもなさそうだよ。」

「リョウは比
くら
べて考

かんが
えるのが得

とく
意
い
だねえ。そんな

ふうによく見
み
て考

かんが
えることが大

だい
事
じ
。その『読

よ
み取

と

るチカラ』をしっかりみがいていかないとね！」

　ケイコさんに言
い
われて、みんな「ふーん」とい

う表
ひょう
情
じょう
です。さて、どうみがいていくのでしょう？

モトヤ
元
げん
気
き
で運

うん
動
どう
が得

とく
意
い
。

判
はん
断
だん
するのが早

はや
い。

リョウ
興
きょう
味
み
をもったら

すぐに動
うご
く行
こう
動
どう
派
は
。
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　学
がく
習
しゅう
教
きょう
室
しつ
に、みんながやってくると、ちょうど

ケイコさんが、買
か
い物
もの
袋
ぶくろ
から何

なに
かを出

だ
しています。

「ケイコさん、こんにちは！　あれ、それ何
なに
？」

　リョウが目
め
ざとく見

み
つけました。

「これは、豆
とう
苗
みょう
といって、グリーンピースの若

わか
い

葉
は
っぱよ。サラダやいため物

もの
にするとおいしいの。

安
やす
かったから、３つも買

か
っちゃった。」

　ケイコさんが見
み
せてくれたのは、ビニールに包

つつ

まれてびっしりしげった、緑
みどり
の葉

は
っぱでした。

「食
た
べら

れるの？」

　モトヤ

が目
め
をか

がやかせ

ました。

豆
とう

苗
みょう

をうまく育
そだ

てるには？
＜理科＞比

くら

べる力
ちから

—同
おな

じところ・ちがうところ—
４
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第
１
章

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
「
読よ

み
取と

る
チ
カ
ラ
」

「もちろん。それに、今
いま
生
は
えている部

ぶ
分
ぶん
を切

き
って

食
た
べた後

あと
、根

ね
を水
みず
に浸
ひた
しておくと、また芽

め
が出

で
て

くるのよ。」

　みんな、「すごーい！」と目
め
を丸
まる
くしました。

「そうだ、だれか育
そだ
ててみない？　２つあげるか

ら。」

　サキとユイトが手
て
を挙

あ
げます。「わたし、育

そだ
て

てみたい！」「ぼくも！」

「その代
か
わり、育

そだ
ち方

かた
がみんなにもわかるように、

この葉
は
っぱを切

き
った後

あと
、次

つぎ
の葉

は
っぱが育

そだ
つ様

よう
子
す
を

観
かん
察
さつ
日
にっ
記
き
に記

き
録
ろく
してくれる？」

　ケイコさんの頼
たの
みに、二

ふたり
人はうなずきました。
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　しばらくたったある日
ひ
。４人

にん
が学
がく
習
しゅう
教
きょう
室
しつ
にやっ

てきました。サキとユイトもいっしょです。

「サキ、ユイト、豆
とう
苗
みょう
はうまく育

そだ
った？」

「よく育
そだ
ったよ。晩

ばん
ご飯
はん
で食

た
べたんだ。」

　ユイトは笑
えがお
顔で観

かん
察
さつ
日
にっ
記
き
を差

さ
しだしました。

〈ユイトの観
かん

察
さつ

日
にっ

記
き

〉

○月×日
とうみょうの根をトレー
に移して、キッチンのま
どの近くにおいた。
豆にかからないくらい水
をやる。

○月△日
水は毎日とりかえている
ので、今日もとりかえた。
少し芽

め

がのびてきた。

○月□日
とうみょうがだいぶ育っ
たので、しゅうかくして、
ばんご飯の野菜いために
入れてもらった。
おいしかった。
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第
１
章

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
「
読よ

み
取と

る
チ
カ
ラ
」

　一
いっ
方
ぽう
サキは残

ざん
念
ねん
そうに言

い
いました。

「あんまりうまく育
そだ
たなかったんだ……。」

「あらまあ……。どうしてかな？　観
かん
察
さつ
日
にっ
記
き
を見

み

せてくれる？」

　ケイコさんはそう言
い
って、ユイトとサキの観

かん
察
さつ

日
にっ
記
き
を並
なら
べました。

〈サキの観
かん

察
さつ

日
にっ

記
き

〉

○月×日
とうみょうの根を深めの
入れ物に入れて、水を
たっぷりやる。

○月△日
水はいつもたっぷりある
ようにしている。
へってきたら、水をあげ
ている。
少し出てきた芽

め

もある。

○月□日
のびてきた芽

め

は少なく
て、白くて、ひょろひょ
ろしている。
水は茶色くにごってい
る。
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　みんなも二
ふたり
人の観

かん
察
さつ
日
にっ
記
き
をのぞきこみます。

「サキも少
すこ
しは、芽

め
が出

で
たんだね。どうして失

しっ
敗
ぱい

したのかなあ。」

「途
と
中
ちゅう
まではよかったのかな。」

　するとケイコさんが声
こえ
をかけました。

「成
せい
功
こう
したユイトの記

き
録
ろく
と比
くら
べて、どこかちがう

ところはあるかな？」

　読
よ
み比
くら
べてリョウが言

い
います。

「入
い
れ物
もの
がちがうね。ユイトは浅

あさ
い入

い
れ物

もの
に入

い
れ

たけど、サキは深
ふか
い入

い
れ物
もの
に入

い
れている。」

「でも、他
ほか
はそんなにちがわないみたい。」

　ユイトが言
い
ったので、ケイコさんが今

こん
度
ど
は、

「じゃあ、同
おな
じところはどんなところ？」

とたずねました。観
かん
察
さつ
日
にっ
記
き
を読

よ
み比
くら
べていたモト

ヤが答
こた
えます。

「二
ふたり
人とも、水

みず
やりをしているところは同

おな
じだよ。

植
しょく
物
ぶつ
を育
そだ
てるには水

みず
やりが大

たい
切
せつ
だよね。そういえ
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第
１
章

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
「
読よ

み
取と

る
チ
カ
ラ
」

ば、前
まえ
にアサガオを育

そだ
てたとき、うっかり水

みず
やり

を忘
わす
れて、アサガオがしおれちゃったことがある

んだ。」

◎キミも考
かんが

えよう！

ユイトとサキの観
かん

察
さつ

日
にっ

記
き

を読
よ

み比
くら

べてみよう。

どんなところが同
おな

じで、どんなところがちがうかな？
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